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（３）交流学習 
    くろさき荘で相互交流会を行った。 
    普代中学校からは、映像を交えながら一年間

の生活の様子を紹介すると共に、東日本大震災

の様子や、津波を想定した小学校中学校合同の

避難訓練の様子などが紹介された。 
東日本大震災に関しては、当時の記憶はあま

り残ってはいないけれども、地域や支えてくだ

さった多くの方々への感謝の気持ちを忘れずに、

これから自分たちが地域のために何ができるか

を考えていかなければならないという思いが発

表された。 
   軽米中学校からは、今回の交流学習が始まる

前から行われていた沿岸訪問学習の経緯が話さ

れた。軽米地区は昔から洪水の被害にあうこと

が度々あり、防災に強い関を持っていたことが

きっかけで、沿岸の防災も学習するためにこの

学習が始まったことが話された。また、学校で

行われている防災学習の内容が具体的に紹介さ

れた。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 

      くろさき荘での交流学習 
   
（４）普代浜清掃 

     軽米中学校が例年行っている普代浜清掃に

普代中学校も参加して行った。年々整備され、

特に拾わなければならないごみは少なかった

が、両校の生徒たちは、普代浜を清掃しなが

ら、浜の美しさや海の恵みを想いながら楽し

そうに清掃に取り組んだ。 

 

（５）生徒の感想 

 ① 明治、昭和に大きな津波を経験し、当時の

村長さんが「二度あったことは、三度あって

はならない」と言って普代水門と太田名部防

潮堤を作ったそうです。説明をしてくれた方

が、大津波を目の前で見て、もらった命だか

ら楽しいことをしようと思うようになったと

聞いて、僕ももらった命だから自分の命は大

切にして自分の好きなことを全力で楽しみた

いと思いました。 

     ② 私たちは、東日本大震災のことはよくわか

っているとは言えません。震災当時の話を聞

き、普代村が奇跡の村と呼ばれる理由が少し

わかったような気がしました。 

       私は家族がいてあたりまえだけど、震災で

家族を亡くしつらい思いをしている人がい

ることを改めて感じました。たくさんの人の

思いや生き方に触れ、自分の考え方が変わっ

たと思いますとてもいい経験でした。 

     ③ 軽米中学校との学習では、防災のことだけ

ではなく様々なことを学ぶことができまし

た。軽米中学校の発表は原稿を読むのではな

く聞く人のほうを見て堂々とした発表でし

た。また、合唱も声量があってとても上手で

した。違う学校同士の交流はとても刺激にな

ると思いました。 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

 ・軽米中学校の生徒は、津波に対する備えや沿岸で

生活する人々の様子を間近に見学、体験したこと

で、防災や復興の現状について理解を深めた。ま

た、自然災害はどこでも起こり得ることなので、

事前の心構えや準備が大切であることを改めて学

んだ。 

・普代中学校の生徒は、消防署の方から改めて災害

時の様子を詳しく聞き、津波の恐ろしさを再認識

すると共に、津波の被害を最小限に抑えた普代水

門、太田名部防潮堤に感謝の念を抱いた。 

 また、わかめの芯抜き作業や普代浜清掃をしたこ

とで、自分たちが住む地域の現状を再認識した。

更に、お互いの学校での防災学習についてや生活

の様子を紹介しあうことで、復興教育に対する理

解や関心を深めることができた。 

 

２ 課題 

 ・災害（特に津波）に対する認識が内陸と沿岸では

全く違うと感じる。限られた時間ではあるが、東

日本大震災の教訓を伝えると共に、様々な災害に

対して自分たちの「命を守る」ために今できるこ

と、災害時にどう行動すればよいか等を交流でき

る学習へと進めていきたい。 


